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メタノールデュアルフューエル機関向け昇圧ポンプ構造についてAiP取得 

 
当社は、メタノールデュアルフューエル機関の開発を進めており、2027年に商用初号機の出荷を

予定しております。 
本機関ではメタノール昇圧ポンプを機関付きとし、必要な噴射圧（数十MPa）まで昇圧する構造を

採用しました。これにより、燃料調整室から機関までのメタノールの圧力を大幅に低減することが可
能となりました。 

本構造を採用するにあたり、昇圧ポンプからのメタノール燃料漏洩リスクなどに対する必要な安全
対策について、日本海事協会およびDNVと協議を重ね、両船級協会より下記のAiP（Approval in 
Principle:基本設計承認）をこの度取得しました。 

当社は今後も、次世代燃料対応機関の開発を進め、ゼロ・エミッションの実現と、国際海運分野に
おける脱炭素化に取り組むとともに、人々の暮らしの安心安全を支えることで、持続可能な社会の実
現に貢献してまいります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 AiP証書:日本海事協会            AiP証書:DNV 

 
・一般財団法人 日本海事協会:Safety Concept for Methanol Dual Fuel Engine developed 

by DAIHATSU INFINEARTH MFG.CO.,LTD. 
・DNV:Methanol pump suitable for installation in the engine room 

 
以 上 

お問い合わせ先 

 コーポレート本部 コーポレート企画部 広報担当 

e-mail : soumu.info@d-infi.com 


